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市
議
会
だ
よ
り

北
信
3
市
議
員
研
修

7/14　午後 2時 15分から
岩手県盛岡市議会
　　　　　　総務常任委員会様
　　　　　　　　　　　　　　13名
○ふるさと納税について
・寄付金額・件数ランキング上位となるまで
  の取り組みについて
・平成 28年 4月 1日付の総務大臣通知を    
  踏まえた対応とその影響について
　
7/22　午前 9時から
佐賀県議会
　県土整備・警察常任委員会様
　　　　　　　　　　　　　　 14名
○新幹線飯山駅の駅前広場整備について
・駅前広場の役割を踏まえた基本理念、機能、  
  面積及び配置の考え方

7/26　午前 10時から
福井県あわら市議会
　　環境対策調査特別委員会様 
                                                9 名
○廃棄物削減の取り組み事例について
・一般廃棄物の月別の排出量や排出された
  ごみなどの分析データの活用について

行 政 視 察 受 入

平成２８年 9 月定例会 会期日程（予定）
◆招集・議案上程 　8月 29日㈪

◆一般質問  　9月   7 日㈬ ～  9 日㈮

◆予算決算常任委員会　  9 月 12日㈪ ～ 15日㈭

◆総務文教常任委員会    9 月 16日㈮

◆産業民生常任委員会    9 月 16日㈮

◆委員長報告・採決    9 月 23日㈮

飯
山
市
芸
術
文
化
協
会
と

　
総
務
文
教
常
任
委
員
と
の
懇
談
会

　

7
月
4
日
㈪
芸
術
文
化
協
会
と
総
務

文
教
常
任
委
員
で
懇
談
を
し
ま
し
た
。

芸
術
文
化
協
会
か
ら
は
会
長
を
は
じ
め

役
員
理
事
25
名
、
総
務
文
教
常
任
委
員

は
６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

待
望
の
文
化
活
動
拠
点
施
設
、
飯
山

市
文
化
交
流
館

「
な
ち
ゅ
ら
」
の

開
館
に
伴
い
、
拠

点
施
設
へ
の
使
用

提
言
や
今
後
の
施

設
活
用
を
通
し
、

更
な
る
市
民
芸
術

文
化
活
動
の
発
展

な
ど
に
つ
い
て
具

体
的
な
意
見
交
換

と
な
り
ま
し
た
。

　

7
月
27
日
㈬
に
北
信
総
合
病
院
新
外

来
棟
３
階
の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
、
須
坂

市
、
中
野
市
、
飯
山
市
の
３
市
議
員
研

修
会
が
開
か
れ
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
渡
辺
徳
北
信
総
合
病
院
診

療
部
長
か
ら
「
北
信
州
の
心
臓
血
管
病

医
療
の
実
情
と
地
域
包
括
ケ
ア
・
地
域

連
携
に
よ
る
住
民
生
活
の
質
的
向
上
へ

の
貢
献
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
お
聞
き

し
、
次
い
で
冨
岡
真
文
事
務
長
か
ら
病

院
の
増
改
築
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
、

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
建
築
中
の
救
急
棟
と
外
来

棟
を
視
察
し
ま
し
た
。
緊
急
時
に
は
ロ

ビ
ー
や
さ
く
ら
ホ
ー
ル
が
応
急
収
容
の

た
め
に
臨
時
診
療
エ
リ
ア
に
転
用
で
き

る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
た
り
、
屋
上

に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
る
な
ど

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
災
害
対
応
機

能
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

飯
山
市
議
会
議
員
倫
理
規
程
を
定
め
ま
し
た

　

７
月
20
日
に
開
催
し
た
議
員
全
員
協

議
会
に
お
い
て
議
員
同
士
の
申
し
合
わ

せ
（
内
規
）
と
し
て
「
飯
山
市
議
会
議

員
倫
理
規
程
」（
以
下
「
倫
理
規
程
」）

を
定
め
ま
し
た
。　

　

こ
の
倫
理
規
程
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
12
月
議
会
か
ら
の
検
討
課
題
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
議
会
改
革
検
討
委
員
会

で
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

倫
理
規
程
は
、
第
１
条
（
目
的
）
か

ら
第
８
条
（
補
則
・
委
任
）
ま
で
の
構
成

と
な
っ
て
お
り
、
議
員
同
士
の
申
し
合
わ

せ
の
た
め
罰
則
に
つ
い
て
は
定
め
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

第
１
条(

目
的)

か
ら
第
３
条(

政
治
倫

理
基
準)

に
つ
き
ま
し
て
抜
粋
し
、
紹
介

し
ま
す
。
第
４
条
以
降
は
、
手
続
き
等
に

関
す
る
倫
理
規
定
の
た
め
省
略
し
ま
す
。

第
１
条
（
目
的
）

「
議
員
が
品
位
と
名
誉
を
損
な
う
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
と
議
員
と
い
う
地
位
に
よ
る

影
響
力
を
不
正
に
使
用
し
て
、
自
己
に
利

益
を
誘
導
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
必
要

な
事
項
を
定
め
る
。」

　

こ
の
倫
理
規
程
を
制
定
し
た
目
的
を
定

め
て
い
ま
す
。

第
２
条
（
議
員
の
責
務
）

「
市
民
全
体
の
代
表
者
・
奉
仕
者
と
し
て

市
政
に
携
わ
る
権
能
と
責
務
を
深
く
自

覚
し
て
、
常
に
人
格
と
倫
理
の
向
上
に

努
め
、
第
３
条
に
定
め
る
政
治
倫
理
基

準
を
遵
守
し
て
行
動
す
る
こ
と
。」

「
自
ら
の
行
動
を
厳
し
く
律
す
る
と
と
も

に
、
議
会
活
動
を
何
よ
り
も
優
先
し
て

取
り
組
む
こ
と
。」

「
政
治
倫
理
に
反
す
る
事
実
が
あ
る
と
の

疑
惑
を
持
た
れ
た
と
き
は
、
自
ら
真
摯

（
し
ん
し
）
か
つ
誠
実
に
事
実
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。」

　

３
つ
の
事
柄
を
議
員
の
責
務
と
し
て

定
め
て
い
ま
す
。

第
３
条
（
政
治
倫
理
基
準
）

①
議
員
の
品
位
と
名
誉
を
損
な
う
一
切

　
の
行
為
を
慎
み
、
議
員
の
職
務
に
関

　
し
て
市
民
の
信
頼
を
損
な
う
行
為
を

　
し
な
い
こ
と

②
市
等
が
行
う
許
可
・
認
可
等
の
処
分
そ

　
の
他
の
行
為
、
又
は
請
負
そ
の
他
の
契

　
約
に
関
し
、
議
員
の
地
位
を
利
用
し
て

　
特
定
の
者
に
有
利
又
は
不
利
と
な
る
よ

　
う
な
働
き
か
け
を
し
な
い
こ
と

③
市
職
員
等
の
採
用
、
異
動
、
昇
格
等
の

　
人
事
に
関
し
、
そ
の
地
位
を
利
用
し

　
た
不
当
な
干
渉
を
行
わ
な
い
こ
と

④
市
等
の
職
員
の
公
正
な
職
務
執
行
を

　
妨
げ
、
又
は
そ
の
地
位
に
よ
る
影
響

　
力
を
不
正
に
行
使
す
る
よ
う
働
き
か

　
け
な
い
こ
と

⑤
市
職
員
に
対
し
、
勤
務
時
間
中
に
物
品

　
等
の
販
売
・
集
金
を
行
わ
な
い
こ
と

⑥
政
治
活
動
に
関
し
、
政
治
的
又
は
道

　
義
的
批
判
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る

　
寄
付
等
を
受
け
な
い
こ
と

⑦
市
が
出
資
又
は
財
政
的
援
助
等
を
行

　
う
団
体
の
代
表
者
を
兼
ね
な
い
こ
と

　

法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
加

え
、
７
つ
の
政
治
倫
理
基
準
を
定
め
守

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
倫
理
規
程
を
定
め
た
こ
と
を
機

会
に
、
今
ま
で
よ
り
一
層
自
ら
を
律
し

て
い
く
よ
う
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　　

こ
の
倫
理
規
程
の
全
文
を
ご
覧
に
な

り
た
い
場
合
は
、
飯
山
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
市
議
会
事
務
局
☎
62

３
１
１
１
内
線
４
１
１
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　７月 20日の午後、飯山市中学校給食センター（以下「給食センター」）と飯山市立城南中学校新校舎（以
下「城南中新校舎」）の視察を行いました。

　飯山市中学校給食センターと
　　　飯山市立城南中学校新校舎を視察しました

　城南中新校舎は、木材がふんだんに使用された校舎が印象的で、
生徒が使用するロッカーは全て木製で新設され、学校の雰囲気も良
く調和していました。そして、各教室の窓には転落防止のための横
棒が設置されるなど、生徒の安全に細かい気配りをしていただいて
いることに感心しました。
　暑い最中の引っ越しで、生徒と教職員の皆さんは大変ですが、け
が等のないように作業を行っていただき、２学期からは素敵な環境
の中で勉学に励まれることを祈念しつつ視察いたしました。
　なお、視察に当ってご説明等をいただいた関係者の皆様に心より
の御礼を申し上げます。

　給食センターは、部門ごとに作業する部屋が厳密に分けられてお
り、手洗いに至っては前の部屋を出た直後に一度洗い、次の部屋の
入口前でもう一度洗うという衛生管理の徹底ぶりが印象的でした。
　また、アレルギーを持つ生徒の給食を作る「アレルギー食調理室」
が一つの部屋として設けられ、個々の生徒のアレルギーに応じた給
食を作るようになっていることについては良いことと思いました。
　給食センターは２学期から業務を開始するとのことでしたが、シ
ステムや機器が全て新しくなり、調理をしていただく方には非常に
大変と思いますが、しっかりと事前の研修を行い、一日も早く取扱
いを熟知してほしいと思いました。給食センター調理室内

城南中３階教室廊下

新外来棟 3階さくらホールにて

平
成
28
年
７
月
20
日
に


